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潰瘍性 大腸 炎 に 対す る柴苓 湯 の効 果
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　〔目的 〕　 現在 、 潰 瘍性大腸炎 （UC ）の薬物療法 に は 、副腎皮質 ス テ ロ イ ド剤 （ブ レ ド

・ ゆ リ・ デ ・ ン 坐 es・O ） ， サ ・ ゾ ・ リ ・
 

等・1用 い られ て い る が 、 離 を く腿 し治療

期間が 長期 に 澄 よぶ 症例が少 な くな い
。 そ こで x 元 来 夏 の 下痢治療 に 処方されて きた柴苓

湯 を
、

UC の 病能改善、
ス テ ロ イ ド剤の減量お よび UC の 再然予 防 を 目的 と し て 投与 し、

そ の効果を検 討 した の で 報告 す る。

　〔方法 〕　 対象は ス テ ロ イ ド剤投一与中の UC40 例 （男性 20 例、 女性 20 例 ）で 、 平均

年齢 は 37 ．7 ± 12 ．8 才 で あ っ た
。 以 上の 症例 に 対 して 、

ツ ム ラ柴 苓湯 9，0g ／ 日 を投与

し、 投与剤と 3 ケ 月後の 自覚症状 、 大腸内視鏡所見 、
診 よび ス テ ロ イ ド剤の 投与量を 比較

し
、

UC に 対 する病 能改善効果 壽 よ び 、
ス テ ロ イ ド剤 の 減量効果に っ い て 検討 した 。

〔結果 〕　（1）自覚症状 ：  下痢は 32 例が 存在 し 25 例 （78 ％）に改善 を認め た
。   下

血は 28 例が存在 し 21 例 （75 ％）に 改善を 認 め た。〔2）内視鏡所 見 ：  発赤は 38 例が

存在 し、 24 例 （63 ％）に 改善を認め た
。   出血 は 24 例が存在 し 17 例 （71 ％）に

改善 を認 め た 。   び らん 、 潰瘍は 13 例が 存在 し 8例 （62 ％）に 改善 を認 め た
。 〔3）ス テ

・ イ ド剤の減量効果 ：九 ド ニ の の 投与量 の 平均値 は ・ ム ラ柴 襯 投与 前 25 ．5 ± 、 3．

・殫 、鵬 後 7．・± ・．・・”・Slで 、 リ ・ デ ・ ン 坐 薬
 

は
、 投与 前 ・．44 士 。．49 ・y、 投与後 。．

97 ± 0．63   で あ っ た。ス テ ロ イ ド剤 の 減量 が 可 能 で あ っ た の は 、 40 例中 21 例 （5

2，5 ％）で 、 うち 14 例で は ス テ ロ イ ド剤の 投与量を 50 ％以 下へ 減量で き、
さ ら は 10

例で ス テ ロ イ ド剤 離脱 が 可能 で あ っ た。（4）副作用 ：2 例 （ 5 ％）に 悪心 が 出現 し、 投与継

続 不可 能 で あっ た。

〔結論〕　（1｝ス テ ロ イ ド剤併用 中の UC 症例 に ツ ム ラ柴苓 湯 を 投一与 し、 そ の 自覚症状 、 内

視鏡所見に て改善を認 め
、

一
部症例は ス テ ロ イ ド剤の減量離脱 も可能で あ っ た。〔2以 上 の

結果 は、 柴苓 湯 の 含有する柴 胡や甘草な どの 生薬 の 薬理 作用 の 相乗効果が 、
ス テ ・ イ ド剤

の 効 果 を増強 し、
ス テ ・ イ ド剤 の 減量離脱を 可能に す る こ と を示 唆し た。（3｝今後 、 柴苓湯

の 長期投与例 に 冷 い て 、 再 然 予 防効果 の 検討力泌 要 と考えられた
。
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